
・兵庫県の大都市から多自然地域まで、多様な地域に多彩な地域特性が凝縮され、 「日本の縮図」と
言われる。また、歴史的な県の成り立ちから兵庫五国とも言われる。
・ものづくり産業の集積、世界有数の科学技術基盤、気候風土に恵まれた多彩な食材と食文化、国際
性豊かな地域社会、新たな未来を開拓する進取の県民性などの強みがある。
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兵庫県各地域の将来ビジョン
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○自然や歴史、文化などの観光資源を活
かしたまちの賑わいの創出
（県地域創生戦略神戸版）

○伊丹空港や新名神高速道路等の交通基
盤と地域資源を活かしたツーリズム等
の展開による交流人口の増加
（県地域創生戦略阪神北県民局）

○まちの賑わいづくりに繋がる
交流人口拡大対策
（県地域創生戦略神戸版）

○農業資源を活用した雇用の創出や多様な交流活動の
支援での地域の魅力向上による交流人口の増加
（県地域創生戦略北播磨版）

○交通網の充実による生活利便性の向上、地域特有の
産業の創出による雇用の確保の促進により若者の流
出抑制（県地域創生戦略西播磨版）

○安全安心社会、災害に強いまちづくりをめざ
す（西播磨地域ビジョン）

○地域資源を活かした、地域間交流や国際交流の推進
（中播磨地域ビジョン）
○地域資源同士を連携させることで魅力を創出
（県地域創生戦略東播磨版）

○播磨科学公園都市において、先端科学施設
の集積等の地域特性を活かした企業立地の推
進や分譲促進等によりにぎわいを創出する。
（県地域創生戦略西播磨版）
○播磨を支える産業競争力の強化および産業
インフラの構築（県地域創生戦略中播磨県民
センター版）

○雇用を創出する「定住人口対策」
(県地域創生戦略但馬版)

○企業の進出や都市と農村の交流の一
層の促進(但馬地域ビジョン)

○農・水・畜産物の都市部での販路の
拡大(但馬地域ビジョン)

○「モノづくり」先進地域としての
戦略の促進、都市近郊の優位性を
生かした農林業の振興など産業の
活力を高める
（阪神地域ビジョン）

○継続的な交流人口の確保
(但馬地域ビジョン)

○観光産業の振興に繋がる｢交流人口の拡大｣
(県地域創生戦略但馬版)

○地元での雇用・就業とＵＪＩターン
の促進（県地域創生戦略丹波版）

○丹波ブランドの育成と活用による産業
振興（県地域創生戦略丹波版）

○やりがいを実感できる“元気なたん
ば”－地域の資源を活かした「しご
と」の創出（丹波地域ビジョン）

人口減少対策
○島内出身者の地元企業への就職、ＵＪＩ
ターン等により、島内企業の人材確保の
支援や都市住民の転入を促進
(県地域創生戦略淡路版)

○農畜水産業、食関連産業の振興により、
雇用を創出(県地域創生戦略淡路版)

○地域医療、防災、防犯の取組の強化
（北播磨地域ビジョン）

○安全安心な医療環境の確保
(但馬地域ビジョン)

○丹波ファン拡大による交流の促進
（県地域創生戦略丹波版）

○都会に近い田舎を楽しむ“交流のたん
ば”－都市との多彩な交流の推進
（丹波地域ビジョン）

○丹波地域の安全安心の向上
（県地域創生戦略丹波版）

○保険・医療や福祉、防犯などの暮ら
しの安全安心のための取組の推進
（県地域創生戦略丹波版）

○観光地としての評価をより高め、
交流人口を増加
(県地域創生戦略淡路版)

○自然とのつき合い方を再考し、その恵みに
支えられた島づくりー過去の教訓を生かし、
ハードとソフトが一体となった防災・減災
の地域づくり（淡路地域ビジョン）

○災害時における医療連携体制の充実・強化
（県地域創生戦略淡路版）

○南海トラフ巨大地震などの自然災害へ
のハード・ソフト両面での防災・減災
対策への取組

（県地域創生戦略阪神南県民センター）
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既存の基幹道路を「賢く使う」
ための方策に関する資料

参考資料３



（１） 既存の基幹道路を「賢く使う」ための方策

・「整備」の観点だけでなく、道路ネットワークの安定的な活用や道
路の機能の最大限発揮といった「利用」の観点も重要。既存の基幹道
路の有効活用（賢い使い方）の方策とは？

既存の道路ネットワークの活用については、次の観点から、道路の

機能を最大限に発揮させる「賢い使い方」を進めて行くべき。

①スマートICを活用した高速道路と地域のアクセス強化等による

「地域の活性化」

②逆走対策や暫定２車線道路の安全対策等による

「安全・安心の確保」

③公共交通ターミナルとの連携などモーダルコネクトの強化による

「利便性の向上」

④自動運転の実装など新技術の導入による

「道路利用の効率化」

今回、事務局案と参考資料を提示

1



（１） 既存の基幹道路を「賢く使う」ための方策

①スマートIC等を活用した高速道路と地域のアクセス強化

2
出展：国土交通省 「道路分科会 第59回基本政策部会 資料２」 （平成29年２月９日）に追記

→全国17箇所で追加実施決定（H29.9)



（１） 既存の基幹道路を「賢く使う」ための方策

②逆走対策や暫定２車線道路の安全対策

3
出展：国土交通省 「第１６回道路分科会 資料４」 （平成29年８月22日）
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（１） 既存の基幹道路を「賢く使う」ための方策

③公共交通ターミナルとの連携などモーダルコネクトの強化

4
出展：国土交通省 「モーダルコネクト検討会 資料より」 （平成29年３月）

山陽自動車道、中国自動車道、
神戸淡路鳴門自動車道などが多
く利用されている。



（１） 既存の基幹道路を「賢く使う」ための方策

③公共交通ターミナルとの連携などモーダルコネクトの強化

5
出展：国土交通省 「第27回国土幹線道路部会 資料５」 （平成29年６月23日）

【兵庫県の事例】

③Ｒ＆Ｒ型
高速バス⇔鉄道

ＪＲ舞子駅
↕

高速バス

○行き先
5県12方面

(洲本､鳴門､高松､
高知､松山など)

○便数(平日)
約540便/日



（１） 既存の基幹道路を「賢く使う」ための方策

④自動運転の実装など新技術の導入

6
出展：国土交通省 「第６回生産性革命本部会合 資料２」 （平成29年８月３１日）


